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(57)【要約】
【課題】可動体の収容時の衝撃を緩和して損傷を防止す
る。
【解決手段】
遊技盤の遊技領域内に配設される可動演出装置４０は、
扇可動体４７,４８を往復移動可能に支持すると共に、
該扇可動体４７,４８の前側位置に当該扇可動体４７,４
８を被覆可能な前板部４２を有するベース部材４１と、
ベース部材４１に設けられて扇可動体４７,４８に連繋
接続し、該扇可動体４７,４８の前面が前板部４２で覆
われた収容位置および前板部４２から離間して装飾可動
体４７,４８が遊技領域１２ａ内に臨む可動位置の間で
、当該扇可動体４７,４８を往復移動させる駆動モータ
４６と、ベース部材４１に設けられ、駆動モータ４６に
より可動位置から収容位置に移動された扇可動体４７,
４８に当接して当該扇可動体４７,４８の移動を規制す
る緩衝部材７６Ａ,７６Ｂとを備える。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が打ち出される遊技領域が遊技盤に画成されて、該遊技盤の遊技領域内に装飾可
動体を有する可動演出装置が配設された遊技機において、
　前記可動演出装置は、
　前記装飾可動体を往復移動可能に支持すると共に、該装飾可動体の前側位置に当該装飾
可動体を被覆可能な遮蔽板を有するベース部材と、
　前記ベース部材に設けられて前記装飾可動体に連繋接続し、該装飾可動体の前面が前記
遮蔽板で覆われた収容位置および遮蔽板から離間して装飾可動体が前記遊技領域内に臨む
可動位置の間で、当該装飾可動体を往復移動させる駆動手段と、
　前記ベース部材に設けられ、前記駆動手段により前記可動位置から収容位置に移動され
た前記装飾可動体に当接して当該装飾可動体の移動を規制する緩衝部材とを備えた
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記装飾可動体は、前記駆動手段から駆動力が直接伝達されるよう連繋接続されて前記
収容位置および可動位置の間で移動する駆動側可動部材と、
　前記駆動側可動部材に連繋接続され、該駆動側可動部材の移動に従動して前記収容位置
および可動位置の間を移動される従動側可動部材とからなり、
　前記緩衝部材は、前記収容位置にある従動側可動部材に当接するよう前記ベース部材に
設けられて、収容位置に移動された従動側可動部材は緩衝部材に当接して移動規制される
請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記駆動側可動部材は、前記従動側可動部材の後側に位置するよう設けられて、該駆動
側可動部材を前記収容位置に保持した状態では、収容位置にある従動側可動部材により駆
動側可動部材の前面側が覆われるよう構成した請求項２記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技盤に画成された遊技領域に、可動体を有する可動演出装置を配設して遊
技演出を行ない得るよう構成された遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機は、機内にセットされる遊技盤の盤面に画成した遊技
領域の略中央位置に装飾部材が配設されて、該装飾部材の開口から液晶式やドラム式等の
図柄表示装置を臨ませ、この図柄表示装置で図柄組み合わせゲームやリーチ演出等の遊技
演出を行なうよう構成されている。また、前記装飾部材に、所要の動作を行なう可動体を
備えた可動演出装置を配設し、該可動体を前記図柄表示装置で行なわれる遊技演出に合わ
せて動作させることにより、視覚的な演出効果を向上させ、遊技の興趣を高めるようにし
たパチンコ機も知られている。例えば、特許文献１に開示された可動演出装置は、前記図
柄表示装置の前側で動作する２つのシャッター部材を備え、駆動モータの駆動により両シ
ャッター部材が図柄表示装置の下縁部に位置する初期位置と、両シャッター部材の端縁が
当接する可動位置との間で往復移動するよう構成されている。
【特許文献１】特開２００６－３０４９５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、特許文献１に開示される可動演出装置のように、装飾可動体を適宜のタイミ
ングで初期位置と可動位置との間で動作させて遊技演出を行なう構成の場合に、可動体が
傷ついたりすると、その意匠性の低下を招来して、遊技演出の興趣を損なうことにも繋が
る。特に図柄表示装置の前側で動作する可動体は遊技者の注目度が高いため、僅かな傷が
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生じただけでも遊技性の低下に繋がる可能性があり、できる限り可動演出装置の装飾可動
体が損傷するのを防止することが望まれる。しかしながら、前述した特許文献１では、前
記駆動モータの駆動により移動されるシャッター部材が他の構成部材(例えばシャッター
部材を支持するケース体等)に接触するのを防止する構成とはなっていない。特に、シャ
ッター部材を初期位置に移動させる際には、シャッター部材が他の構成部材に接触して損
傷する可能性が高く、シャッター部材が動作するにつれて次第に可動演出装置の見栄えの
低下を招来する懸念があった。
【０００４】
　そこで、本発明は、装飾可動体の収容時の衝撃を緩和して損傷を防止し得る遊技機を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、請求項１に係る遊技機は、
　遊技球が打ち出される遊技領域(12a)が遊技盤(12)に画成されて、該遊技盤(12)の遊技
領域(12a)内に装飾可動体(47,48)を有する可動演出装置が配設された遊技機において、
　前記可動演出装置は、
　前記装飾可動体(47,48)を往復移動可能に支持すると共に、該装飾可動体(47,48)の前側
位置に当該装飾可動体(47,48)を被覆可能な遮蔽板(42)を有するベース部材(41)と、
　前記ベース部材(41)に設けられて前記装飾可動体(47,48)に連繋接続し、該装飾可動体(
47,48)の前面が前記遮蔽板(42)で覆われた収容位置および遮蔽板(42)から離間して装飾可
動体(47,48)が前記遊技領域(12a)内に臨む可動位置の間で、当該装飾可動体(47,48)を往
復移動させる駆動手段(46)と、
　前記ベース部材(41)に設けられ、前記駆動手段(46)により前記可動位置から収容位置に
移動された前記装飾可動体(47,48)に当接して当該装飾可動体(47,48)の移動を規制する緩
衝部材(76A,76B)とを備えたことを要旨とする。
【０００６】
　このように、駆動手段の作動により装飾可動体が可動位置から収容位置に移動された際
に、ベース部材に設けた緩衝部材が装飾可動体に当接して支持する。すなわち、装飾可動
体を収容位置に移動した際の衝撃を前記緩衝部材で吸収・緩和して損傷等の不具合が生ず
るのを防止し得る。
【０００７】
　請求項２に係る遊技機は、前記装飾可動体(47,48)は、前記駆動手段(46)から駆動力が
直接伝達されるよう連繋接続されて前記収容位置および可動位置の間で移動する駆動側可
動部材(51A,51B)と、
　前記駆動側可動部材(51A,51B)に連繋接続され、該駆動側可動部材(51A,51B)の移動に従
動して前記収容位置および可動位置の間を移動される従動側可動部材(61A,71A,61B,71B)
とからなり、
　前記緩衝部材(76A,76B)は、前記収容位置にある従動側可動部材(61A,71A,61B,71B)に当
接するよう前記ベース部材(41)に設けられて、収容位置に移動された従動側可動部材(61A
,71A,61B,71B)は緩衝部材(76A,76B)に当接して移動規制されることを要旨とする。
【０００８】
　このように、駆動側可動部材に従動する従動側可動部材に緩衝部材が当接することによ
り収容位置で移動規制することで、収容位置に移動された従動側可動部材に加わる衝撃が
効果的に吸収・緩和され、損傷等の不具合の発生を防止できる。
【０００９】
　請求項３に係る遊技機は、前記駆動側可動部材(51A,51B)は、前記従動側可動部材(61A,
71A,61B,71B)の後側に位置するよう設けられて、該駆動側可動部材(51A,51B)を前記収容
位置に保持した状態では、収容位置にある従動側可動部材(61A,71A,61B,71B)により駆動
側可動部材(51A,51B)の前面側が覆われるよう構成したことを要旨とする。
【００１０】
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　このように、前記駆動側可動部材を収容位置に保持した状態で、収容位置にある従動側
可動部材で駆動側可動部材の前面側が覆われる。このため、収容位置において前面側から
駆動側可動部材が視認されることはなく、演出可動装置の意匠性が損なわれることはない
。
【発明の効果】
【００１１】
　すなわち、本発明に係る遊技機によれば、装飾可動体の収容時に作用する衝撃を緩和し
て、装飾可動体が損傷するのを防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行なうパ
チンコ機を例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、
「右」とは、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見
た状態で指称する。
【実施例】
【００１３】
(パチンコ機について)
　実施例に係るパチンコ機８０は、図１に示すように、矩形枠状に形成されて遊技店の図
示しない設置枠台に設置される矩形枠状に形成された固定枠としての外枠８１の開口前面
側に、後述する遊技盤１０(図２参照)を着脱可能に保持された本体枠としての中枠８２が
開閉および着脱可能に組み付けられて、該遊技盤１０の裏側に対して、各種図柄を変動表
示可能な図柄表示装置８７が着脱し得るよう構成される。また、前記中枠８２の前面側に
は、前記遊技盤１０を透視保護するガラス板８３ａを備えた装飾枠としての前枠８３が開
閉可能に組み付けられると共に、該前枠８３の下方にパチンコ球を貯留する下球受け皿８
５が開閉可能に組み付けられる。なお、実施例では、前記前枠８３の下部位置に、パチン
コ球を貯留する上球受け皿８４が一体的に組み付けられており、前枠８３の開閉に合わせ
て上球受け皿８４も一体的に開閉するよう構成される。
【００１４】
　前記遊技盤１０は、図２または図３に示すように、略正方形に形成されたアクリルやポ
リカーボネート等の透明な合成樹脂材からなる平板状の透明板１２と、該透明板１２の裏
面に組み付けられる不透明な合成樹脂材で形成された裏ユニット１４とから構成される。
裏ユニット１４の裏側に対して、各種図柄を変動表示可能な図柄表示装置８７が着脱自在
に取り付けられると共に、裏ユニット１４に形成された前後に開口する可視表示窓３０ａ
を介して図柄表示装置８７の表示面を前面側から視認し得るようになっている。
【００１５】
(透明板１２について)
　図２に示すように、前記透明板１２の前面には、内レール１６と外レール１８が半円弧
状に配設されて、両レールによりパチンコ球が流下可能な遊技領域１２ａが透明板１２前
面に画成され、前記中枠８２に配設された図示しない打球発射装置から発射されたパチン
コ球が遊技領域１２ａ内に打ち出されるようになっている。なお、内レール１６は、透明
板１２の左側の上部に開放端を臨ませるよう構成され、打球発射装置から発射されたパチ
ンコ球は、透明板１２の下側から左側に両レールで案内され、内レール１６の開放端から
遊技領域１２ａの上部に打ち出される。
【００１６】
　なお、前記透明板１２において外レール１８の外側の領域には、当該領域を前面から覆
う不透明な合成樹脂材から形成されたコーナー飾り２８が夫々設けられている。各コーナ
ー飾り２８は、図２に示すように、前記遊技領域１２ａに臨む内周面が前記外レール１８
に沿って湾曲形成されている。すなわち、実施例の遊技盤１０は、コーナー飾り２８が配
設されている部分を除く略全ての領域において、前記透明板１２を介して裏側が視認し得
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るよう構成されている。
【００１７】
　前記透明板１２には、前記裏ユニット１４に配設された前記図柄表示装置８７において
主に図柄変動ゲームが展開される図示しない表示面を囲むよう開口部(図示せず)が形成さ
れており、該開口部に対して枠状装飾体２０が配設されている。この枠状装飾体２０の上
縁部には、透明板１２より前面に突出する円弧状の庇部２０ａが形成され、前記遊技領域
１２ａに打ち出されたパチンコ球が図柄表示装置８７における図柄変動ゲームが展開され
る領域を横切って流下するのを該庇部２０ａで規制するよう構成される。また透明板１２
の前面には、前記枠状装飾体２０の配設位置より下方位置に、図２に示す如く、前記遊技
領域１２ａを流下するパチンコ球が入賞可能な始動入賞装置２２や特別入賞装置２４が配
設されており、該始動入賞装置２２の入賞口２２ａにパチンコ球が入賞することで、前記
図柄表示装置８７において図柄変動ゲームが展開され、該図柄変動ゲームの結果、図柄表
示装置８７に所定の図柄組み合わせで図柄が停止表示されると、前記特別入賞装置２４の
入賞口が開放して所謂大当りが発生し、多数の賞球を獲得し得るよう構成されている。な
お、前記透明板１２の遊技領域１２ａには、前記枠状装飾体２０の外側位置に多数の遊技
釘２６が植設される。
【００１８】
(枠状装飾体２０について)
　前記枠状装飾体２０は、略全体が透明な合成樹脂材を材質として、図１または図２に示
す如く、左右方向の中央を上下に通る中央線を挟んで左右対称の形状に形成される。枠状
装飾体２０の左右側部には、前記遊技領域１２ａを流下するパチンコ球が通過可能な球入
口２０ｂ,２０ｂが夫々形成されると共に、該球入口２０ｂ,２０ｂに通入したパチンコ球
を枠状装飾体２０の内周側縁に沿って下方に誘導する球通路２０ｃ,２０ｃが形成されて
いる。また、前記枠状装飾体２０の内周下縁には、前記球通路２０ｃを通過したパチンコ
球が転動するステージ２１が形成されている。実施例のステージ２１は、左右方向の略中
央位置が隆起した起伏状に形成された、所謂波形ステージ等と称されるタイプであって、
該ステージ２１における隆起部分の頂部に、後方へ向けてパチンコ球を案内する球誘導部
(図示せず)が形成されると共に、当該ステージ２１において前記始動入賞装置２２の入賞
口２２ａの上方で開口する第１球排出口２１ａが形成されている。ここで、前記球誘導部
と第１球排出口２１ａとは、後述する可動演出装置４０に設けられた球案内路４１ａを介
して連通するよう構成され、該ステージ２１上を転動するパチンコ球が、球案内路４１ａ
を介して第１球排出口２１ａから始動入賞装置２２の直上方に排出され得るようになって
いる。また、前記ステージ２１における隆起部分の両側部には、パチンコ球を前方へ排出
する第２球排出口２１ｂ,２１ｂが形成されて、該第２球排出口２１ｂ,２１ｂを介して、
ステージ２１上を転動するパチンコ球が始動入賞装置２２の左右側へ向けて排出されるよ
うになっている。
【００１９】
(裏ユニット１４について)
　前記裏ユニット１４は、図２または図４に示すように、外郭形状が前記透明板１２と略
整合する大きさおよび形状に形成されると共に前方に開口した箱枠状に形成された枠状本
体３０を有し、該枠状本体３０における開口前端部が、前記透明板１２の裏面に当接する
よう取り付けられて遊技盤１０を構成するようになっている。また、前記枠状本体３０の
略中央位置には、前後に開口するよう前記可視表示窓３０ａが略矩形状に開設されており
(図４参照)、枠状本体３０の前面側に可視表示窓３０ａを囲繞するよう発光装置３２が配
設される。ここで、前記発光装置３２は、前記可視表示窓３０ａを囲繞するよう配設され
た複数の装飾レンズ３３と、該装飾レンズ３３の裏側に配設されてＬＥＤ３４ａ等の発光
体が実装された発光基板３４(図５に枠状本体３０の下部に位置する装飾レンズ３３の一
部を照明する発光基板３４を図示)とから構成され、図示しない発光制御装置からの制御
信号に基づいて発光体を点灯・消灯することで、光による遊技演出を行なうようになって
いる。
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【００２０】
(可動演出装置４０について)
　また、図２または図４に示すように、前記裏ユニット１４における前記枠状本体３０に
は、前記可視表示窓３０ａの下縁部に、所要の動作を行なう第１の扇可動体(装飾可動体)
４７および第２の扇可動体(装飾可動体)４８を備えた可動演出装置４０が配設されている
。なお、前記可動演出装置４０は、前記可視表示窓３０ａを囲繞する前記装飾レンズ３３
と一部が前後に重なるよう構成されて、該装飾レンズ３３と重なる位置に、前記発光基板
３４が配設されている。また、前記可動演出装置４０は、前記透明板１２に配設された前
記枠状装飾体２０の開口内側に臨むよう配設されている。そして、図４に示すように、前
記可視表示窓３０ａを囲繞するよう配設された前記複数の装飾レンズ３３および前記可動
演出装置４０により形成される開口部に、前記図柄表示装置８７の表示面が後方から臨む
ようになっている。
【００２１】
　前記可動演出装置４０は、図５～図７に示すように、前記第１および第２の扇可動体４
７,４８を支持するベース部材４１と、前記ベース部材４１に設けられて第１および第２
の扇可動体４７,４８に連繋接続し、パチンコ機８０の裏側に設けられた図示しない駆動
制御装置からの制御信号に基づいて作動される駆動モータ(駆動手段)４６とを備え、該駆
動モータ４６の作動により第１および第２の扇可動体４７,４８が所定の往復動作を行な
うよう構成される。なお、前記駆動モータ４６は、回転角度を制御可能なステッピングモ
ータが採用されると共に、前記第１および第２の扇可動体４７,４８毎に個別に設けられ
て、各扇可動体４７,４８を独立して動作させ得るようになっている。
【００２２】
(ベース部材４１)
　前記ベース部材４１は、前記枠状本体３０に対して取り付けられて、前記透明板１２を
介して前側から視認される前板部(遮蔽板)４２と、該前板部４２の後側に取り付けられて
前板部４２との間に上方に開口する収容部４４Ａ,４４Ｂを画成する後板部４３と、該後
板部４３に対して固定されるモータ固定板４５とから構成され、前後の板部４２,４３に
より画成される収容部４４Ａ,４４Ｂに前記各扇可動体４７,４８が収容されている。また
、前記前板部４２には、左右方向の略中央位置に、前記枠状装飾体２０に形成された前記
球誘導部と第１球排出口２１ａとを連通接続する前記球案内路４１ａが前方に開口するよ
う凹設されると共に、前記装飾レンズ３３と重なる位置に発光基板３４が配設されている
。なお、前記収容部４４Ａ,４４Ｂは、前記球案内路４１ａにより左右に分断され、左側
の収容部４４Ａに前記第１の扇可動体４７が配設され、右側の収容部４４Ｂに前記第２の
扇可動体４８が配設されている。
【００２３】
(扇可動体４７,４８について)
　前記第１および第２の扇可動体４７,４８は、図５～図７に示すように、前後に重なる
３つの可動部材から構成されて、前記前板部４２の裏面における左側の収容部４４Ａに後
方へ向けて突出するよう設けられた支軸４１Ａに対して第１の扇可動体４７を構成する各
可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａが回転可能に支持されると共に、前板部４２の裏面におけ
る右側の収容部４４Ｂに後方へ向けて突出するよう設けられた支軸４１Ｂに対して第２の
扇可動体４８を構成する各可動部材５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂが回転可能に支持されている。
また、実施例において前記第１の扇可動体４７および第２の扇可動体４８の夫々は、左右
対称となる形状および構成で設けられていることから、以下の説明では基本的に第１の扇
可動体４７を例にして説明して、第２の扇可動体４８に対しては第１の扇可動体４７と同
一の符号を付して簡略に説明するものとする。但し、第１の扇可動体４７の構成部材に対
しては符号「Ａ」を付加すると共に、第２の扇可動体４８の構成部材に対しては符号「Ｂ
」を付加して、両扇可動体４７,４８の構成を区別している。なお、図８は、第１扇可動
体４７を示し、第２の扇可動体４８に関して第１の扇可動体４７と左右対称となる対応の
構成に符号を併記した。
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【００２４】
　なお、以下の説明において、前記第１の扇可動体４７における３つの可動部材の内、最
も後ろ側に位置するものを第１可動部材(駆動側可動部材)５１Ａと称し、真中に位置する
ものを第２可動部材(従動側可動部材)６１Ａと称し、最も前側に位置するものを第３可動
部材(従動側可動部材)７１Ａと称する。そして、第１の扇可動体４７を構成する第１～第
３可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａの夫々が前後に重なり合うと共に前記前板部４２により
覆われて前記収容部４４Ａに収容される収容位置(図５(a)、図６(a)、図１０(a)等参照)
と、各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａが扇状に拡がって、前記図柄表示装置８７における
表示面の一部(左下部分)を覆う可動位置(図５(b)、図６(b)、図１１(b)等参照)との間で
移動し得るよう構成される。同様に、前記第２の扇可動体４８における３つの可動部材の
内、最も後ろ側に位置するものを第４可動部材(駆動側可動部材)５１Ｂと称し、真中に位
置するものを第５可動部材(従動側可動部材)６１Ｂと称し、最も前側に位置するものを第
６可動部材(従動側可動部材)７１Ｂと称する。そして、第２の扇可動体４８を構成する第
４～第６可動部材５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂの夫々が前後に重なり合うと共に前記前板部４２
により覆われて前記収容部４４Ｂに収容される収容位置(図５(a)、図６(a)、図１０(a)等
参照)と、各可動部材５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂが扇状に拡がって、前記図柄表示装置８７に
おける表示面の一部(右下部分)を覆う可動位置(図５(b)、図６(b)、図１１(b)等参照)と
の間で移動し得るよう構成される。なお、前記第１および第２の扇可動体４７,４８につ
いて「上」、「下」、「左」、「右」とは、各可動部材５１Ａ,５１Ｂ,６１Ａ,６１Ｂ,７
１Ａ,７１Ｂが収容位置にある状態を基準として指称する。
【００２５】
(第１可動部材５１Ａおよび第４可動部材５１Ｂについて)
　図８(a)に示すように、前記第１可動部材５１Ａは、前記収容位置において横長平板状
に形成されて前記前板部４２と対向する装飾板部５２Ａを有し、一端部近傍に形成された
軸孔５３Ａに、前記前板部４２に設けられた支軸４１Ａが挿通されて、前記ベース部材４
１に対して回転可能に軸支される。また、前記第１可動部材５１Ａには、前記装飾板部５
２Ａにおける前記軸孔５３Ａ側の端部側に、前記駆動モータ４６に取り付けられた駆動歯
車４６ａと噛み合う歯車部５４Ａが形成されており、該駆動モータ４６の駆動により第１
可動部材５１Ａが直接回転されるようになっている。第４可動部材５１Ｂでは、前板部４
２に対向する装飾板部５２Ｂに形成された軸孔５３Ｂに前板部４２に設けられた支軸４１
Ｂが挿通され、第４可動部材５１Ｂの歯車部５４Ｂに対応する駆動モータ４６の駆動歯車
４６ａが噛み合っている。
【００２６】
　図８(a)に示すように、前記第１可動部材５１Ａにおける前記収容位置での下端部には
、前記軸孔５３Ａと同心円状に延在する第１ガイド孔５５Ａが下方へ向けて所定長さ延在
しており、前記第２可動部材６１Ａに設けられた第１ガイドローラ６４Ａ(後述)が対応の
第１ガイド孔５５Ａに摺動可能に臨んでいる。また、前記第１可動部材５１Ａにおける前
記第１ガイド孔５５Ａの外周側には、位置検出片５６Ａが形成されており、前記ベース部
材４１における左側の収容部４４Ａに設けられた位置検出センサ５９Ａ(図６(a)参照)が
位置検出片５６Ａを検出することで、第１可動部材５１Ａの原位置を検出するようになっ
ている(図１０(b)参照)。すなわち、第４可動部材５１Ｂに形成された第１ガイド孔５５
Ｂには、第５可動部材６１Ｂに設けられた第１ガイドローラ６４Ｂが摺動可能に臨み、該
第１ガイド孔５５Ｂの外周側に設けた位置検出片５６Ｂを、右側の収容部４４Ｂに配設さ
れた位置検出センサ５９Ｂで検出して原位置を検出するようになっている。ここで、実施
例では、前記位置検出センサ５９Ａ,５９Ｂが位置検出片５６Ａ,５６Ｂを検出する原位置
では、前記第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂは前記収容位置よりも所定角度(例えば
５度)だけ可動位置側に回転変位した姿勢となるよう構成されており、原位置から所定ス
テップ数だけ駆動モータ４６が駆動することで、第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂ
が収容位置に移動するようになっている。なお、前記位置検出センサ５９Ａ,５９Ｂとし
ては、受光素子および発光素子を備えた光学式センサが採用されている。
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【００２７】
　また、前記第１可動部材５１Ａは、前記収容位置での上端縁(駆動モータ４６の作動時
に前記第２の扇可動体４８に近接する端縁)が直線状に延在するよう形成されており、該
上端縁に、後方へ向けて突出する当接面５７Ａが形成されている。そして、前記当接面５
７Ａにおける前記装飾板部５２Ａの裏側に永久磁石５８Ａが配設されている。同様に、第
４可動部材５１Ｂには、上端縁から後方へ向けて突出するよう形成された当接面５７Ｂに
おける前記装飾板部５２Ｂの裏側に永久磁石５８Ｂが配設される。ここで、前記当接面５
７Ａ,５７Ｂは、前記第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂを前記可動位置に移動させた
状態で鉛直方向に延在すると共に、両可動部材５１Ａ,５１Ｂを可動位置に移動させた際
に当接して、永久磁石５８Ａ,５８Ｂ同士が磁力により磁着(吸着)するようになっている
。
【００２８】
　また、前記第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂの夫々は、略全体が透視可能な合成
樹脂材で形成されて、前後に重なった前記図柄表示装置８７の表示面を前方から視認し得
るよう構成されると共に、永久磁石５８Ａ,５８Ｂに対応する前側位置に透視不能な遮蔽
部６０Ａ,６０Ｂ(図５(b)参照)が設けられて、遮蔽部６０Ａ,６０Ｂにより永久磁石５８
Ａ,５８Ｂを前側から視認不能にしている。なお、前記遮蔽部６０Ａ,６０Ｂとしては、前
記第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂ(装飾板部５２Ａ,５２Ｂ)に対してシールを貼着
したり、印刷等により塗膜を形成することにより簡単に設けられる。
【００２９】
(第２可動部材６１Ａおよび第５可動部材６１Ｂについて)
　前記第２可動部材６１Ａは、図８(b)に示すように、前記前板部４２と対向する横長平
板状に形成された装飾板部６２Ａを有し、前記第１可動部材５１Ａの装飾板部５２Ａと略
整合する形状に形成されている。そして、第２可動部材６１Ａにおいて、前記第１可動部
材５１Ａの軸孔５３Ａと前後に整列する位置に軸孔６３Ａが形成されており、該軸孔６３
Ａに前記前板部４２に設けられた前記支軸４１Ａを挿通することで第２可動部材６１Ａが
前記ベース部材４１に対して回転可能に軸支される。また、前記第２可動部材６１Ａの下
端縁には、前記第１可動部材５１Ａに形成された第１ガイド孔５５Ａに摺動可能に臨む第
１ガイドローラ６４Ａが回転可能に支持されており、第１可動部材５１Ａの回転動作時に
、第１ガイドローラ６４Ａが第１ガイド孔５５Ａに沿って移動するようになっている。そ
して、前記第１可動部材５１Ａが収容位置から可動位置に向けて回転するのに伴って、前
記第１ガイド孔５５Ａにおける装飾板部５２Ａから離間する端部５５Ａ１(以下、離間端
部という)に第１ガイドローラ６４Ａが当接した後は、該第１可動部材５１Ａの回転に伴
って第２可動部材６１Ａが吊り上げられるようになっている(図１０(c)参照)。また、前
記第１および第２可動部材５１Ａ,６１Ａの夫々が収容位置にある状態では、前記第１ガ
イド孔５５Ａにおける装飾板部５２Ａに連接する端部５５Ａ２(以下、基端部という)に第
１ガイドローラ６４Ａが当接して第１可動部材５１Ａの回転が規制され、第１可動部材５
１Ａが収容位置で保持されるようになっている(図１０(a)参照)。なお、図６(a)、図１０
(a)に示すように、前記第１可動部材５１Ａが収容位置にある状態では、該第１可動部材
５１Ａが第２可動部材６１Ａよりも僅かに下方まで回転して保持されており、第１可動部
材５１Ａが第２可動部材６１Ａよりも上方へ突出しないようになっている(なお、図９に
左右対称となる第４可動部材５１Ｂが第５可動部材６１Ｂよりも上方へ突出しない状態を
示してある)。
【００３０】
　同様に、前記第５可動部材６１Ｂは、前板部４２に対向する装飾板部６２Ｂに形成され
た軸孔６３Ｂに対して、前記前板部４２に設けられた支軸４１Ｂを挿通して軸支されて、
第４可動部材５１Ｂの回転動作時に、第５可動部材６１Ｂの下端縁に回転可能に支持され
た第１ガイドローラ６４Ｂが第４可動部材５１Ｂに設けられた前記第１ガイド孔５５Ｂに
沿って移動するようになっている。また、前記第４可動部材５１Ｂが収容位置から可動位
置に向けて回転するのに伴って、前記第１ガイド孔５５Ｂにおける装飾板部５２Ｂから離
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間する端部５５Ｂ１(以下、離間端部という)に第１ガイドローラ６４Ｂが当接した後は、
該第４可動部材５１Ｂの回転に伴って第５可動部材６１Ｂが吊り上げられ、第４および第
５可動部材５１Ｂ,６１Ｂの夫々が収容位置にある状態では、第１ガイド孔５５Ｂにおけ
る装飾板部５２Ｂに連接する端部５５Ｂ２(以下、基端部という)に第１ガイドローラ６４
Ｂが当接して第４可動部材５１Ｂが収容位置で保持される(図１０(a),(c)参照)。また、
第４可動部材５１Ｂが収容位置にある状態では、第４可動部材５１Ｂが第５可動部材６１
Ｂよりも上方へ突出することはない(図９、図１０(a)参照)。
【００３１】
　ここで、前記第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂに形成される前記第１ガイド孔５
５Ａ,５５Ｂの長さ寸法は、前記第１ガイドローラ６４Ａ,６４Ｂが第１ガイド孔５５Ａ,
５５Ｂの端部に当接した状態で、第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂ(装飾板部５２Ａ
,５２Ｂ)に対して、対応の第２および第５可動部材６１Ａ,６１Ｂ(装飾板部６２Ａ,６２
Ｂ)が前後に重なるよう設定されて、第１および第２可動部材５１Ａ,６１Ａの間、および
第４および第５可動部材５１Ｂ,６１Ｂの間から図柄表示装置８７が直接視認されないよ
うになっている。
【００３２】
　また、前記第２および第５可動部材６１Ａ,６１Ｂには、前記収容位置での下端部に、
前記軸孔６３Ａ,６３Ｂ(支軸４１Ａ,４１Ｂ)と同心円状に延在する第２ガイド孔６５Ａ,
６５Ｂが下方へ向けて所定長さ延在しており、対応する第３および第６可動部材７１Ａ,
７１Ｂに設けられた第２ガイドローラ７４Ａ,７４Ｂ(後述)が第２ガイド孔６５Ａ,６５Ｂ
に摺動可能に臨むよう構成される。
【００３３】
(第３可動部材７１Ａおよび第６可動部材７１Ｂについて)
　前記第３可動部材７１Ａは、図８(c)に示すように、前記前板部４２と対向する横長平
板状に形成された装飾板部７２Ａを有し、該第３可動部材７１Ａの装飾板部７２Ａが前記
第１可動部材５１Ａの装飾板部５２Ａおよび第２可動部材６１Ａの装飾板部６２Ａに整合
するよう形成されている。そして、第３可動部材７１Ａにおいて、前記第１および第２可
動部材５１Ａ,６１Ａの軸孔５３Ａ,６３Ａと前後に整列する位置に軸孔７３Ａが形成され
ており、該軸孔７３Ａに前記前板部４２に設けられた対応の支軸４１Ａを挿通することで
第３可動部材７１Ａが前記ベース部材４１に対して回転可能に軸支されている。また、前
記第３可動部材７１Ａの下端縁には、前記第２可動部材６１Ａに形成された第２ガイド孔
６５Ａに摺動可能に臨む第２ガイドローラ７４Ａが回転可能に支持されており、第２可動
部材６１Ａの回転動作時に、第２ガイドローラ７４Ａが第２ガイド孔６５Ａに沿って移動
するようになっている。そして、前記第２可動部材６１Ａが収容位置から可動位置に向け
て回転するのに伴って、前記第２ガイド孔６５Ａにおける装飾板部６２Ａから離間する端
部６５Ａ１(以下、離間端部という)に第２ガイドローラ７４Ａが当接した後は、該第２可
動部材６１Ａの回転に伴って第３可動部材７１Ａが吊り上げられるようになっている(図
１１(a)参照)。また、前記第２および第３可動部材６１Ａ,７１Ａの夫々が収容位置にあ
る状態では、前記第２ガイド孔６５Ａにおける装飾板部６２Ａに連接する端部６５Ａ２(
以下、基端部という)に第２ガイドローラ７４Ａが当接して第２可動部材６１Ａの回転が
規制され、第２可動部材６１Ａが収容位置で保持されるようになっている(図１０(c)参照
)。なお、図９に示すように、前記第２可動部材６１Ａが収容位置にある状態では、該第
２可動部材６１Ａと第３可動部材７１Ａとが前後に整合するよう前後に重なり合っている
。また、図８に示すように、前記第１可動部材５１Ａに形成される前記第１ガイド孔５５
Ａの延在寸法は、前記第２可動部材６１Ａに形成される前記第２ガイド孔６５Ａの延在寸
法よりも長く設定されており、第１ガイド孔５５Ａの基端部５５Ａ２に第１ガイドローラ
６４Ａが当接すると共に、第２ガイド孔６５Ａの基端部６５Ａ２に第２ガイドローラ７４
Ａが当接した状態で、第１可動部材５１Ａの上端縁が第２および第３可動部材６１Ａ,７
１Ａの上端縁よりも下方に位置して、第１可動部材５１Ａの前側が第２および第３可動部
材６１Ａ,７１Ａで覆われるよう構成されている。
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【００３４】
　同様に、前記第６可動部材７１Ｂは、前板部４２に対向する装飾板部７２Ｂに形成され
た軸孔７３Ｂに対して、前記前板部４２に設けられた支軸４１Ｂを挿通して軸支されて、
該第５可動部材６１Ｂの回転動作時に、第６可動部材７１Ｂの下端縁に回転可能に支持さ
れた第２ガイドローラ７４Ｂが第５可動部材６１Ｂに設けられた前記第２ガイド孔６５Ｂ
に沿って移動するようになっている。また、前記第５可動部材６１Ｂが収容位置から可動
位置に向けて回転するのに伴って、前記第２ガイド孔６５Ｂにおける離間端部６５Ｂ１に
第２ガイドローラ７４Ｂが当接した後は、該第５可動部材６１Ｂの回転に伴って第６可動
部材７１Ｂが吊り上げられ、第５および第６可動部材６１Ｂ,７１Ｂの夫々が収容位置に
ある状態では、第２ガイド孔６５Ｂにおける装飾板部６２ｂに連接する端部６５Ｂ２(以
下、基端部という)に第２ガイドローラ７４Ｂが当接して第５可動部材６１Ｂが収容位置
で保持される(図１０(c)、図１１(a)参照)。なお、図９に示すように、前記第５可動部材
６１Ｂが収容位置にある状態では、該第５可動部材６１Ｂと第６可動部材７１Ｂとが前後
に整合するよう前後に重なり合う。また、図８に示すように、前記第４可動部材５１Ｂに
形成される前記第１ガイド孔５５Ｂの延在寸法は、前記第５可動部材６１Ｂに形成される
前記第２ガイド孔６５Ｂの延在寸法よりも長く設定されており、第１ガイド孔５５Ｂの基
端部５５Ｂ２に第１ガイドローラ６４Ｂが当接すると共に、第２ガイド孔６５Ｂの基端部
６５Ｂ２に第２ガイドローラ７４Ｂが当接した状態で、第４可動部材５１Ｂの上端縁が第
５および第６可動部材６１Ｂ,７１Ｂの上端縁よりも下方に位置して、第４可動部材５１
Ｂの前側が第５および第６可動部材６１Ｂ,７１Ｂで覆われるよう構成されている。
【００３５】
　ここで、前記ベース部材４１における前記左右の収容部４４Ａ,４４Ｂには、前記第３
および第６可動部材７１Ａ,７１Ｂが収容位置にある状態で、該第３および第６可動部材
７１Ａ,７１Ｂの下端部に当接する緩衝部材７６Ａ,７６Ｂが設けられており、該第３およ
び第６可動部材７１Ａ,７１Ｂが可動位置から収容位置に向けて移動された際に、各可動
部材７１Ａ,７１Ｂの夫々が対応する緩衝部材７６Ａ,７６Ｂに当接して移動規制されるよ
うになっている。ここで、前記緩衝部材７６Ａ,７６Ｂとしては、ウレタンゴムやシリコ
ンゴム等の各種ゴム材や、ポリウレタンフォーム等の樹脂発泡体、バネ等の弾性部材が好
適に採用される。
【００３６】
　また、前記第２ガイド孔６５Ａの前記支軸４１Ａに対する形成角度θは、前記第１ガイ
ド孔５５Ａの前記支軸４１Ａに対する形成角度θと略同一になるように設定されている。
すなわち、前記第１可動部材５１Ａの回転に伴って前記第２可動部材６１Ａが吊り上げら
れて回転する角度と、該第２可動部材６１Ａの回転に伴って前記第３可動部材７１Ａが吊
り上げられて回転する角度が略同一になるように構成されて、第１～第３可動部材５１Ａ
,６１Ａ,７１Ａの夫々が回転されて可動位置に移動した際に、各可動部材５１Ａ,６１Ａ,
７１Ａが略等角度に拡がった状態で前記枠状装飾体２０の開口内側に露出するようになっ
ている。同様に、前記第４可動部材５１Ｂの回転に伴って前記第５可動部材６１Ｂが吊り
上げられて回転する角度と、該第５可動部材６１Ｂの回転に伴って前記第６可動部材７１
Ｂが吊り上げられて回転する角度も略同一になるように構成され、第４～第６可動部材５
１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂの夫々が回転されて可動位置に移動した際に、各可動部材５１Ｂ,６
１Ｂ,７１Ｂが略等角度に拡がった状態で前記枠状装飾体２０の開口内側に露出するよう
になっている。すなわち、第１～第６可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７
１Ｂの夫々が等間隔で扇状に拡がることにより、可動演出装置４０の可動時における意匠
性の向上が図られている。
【００３７】
(可動演出装置４０の動作態様について)
　次に、前記可動演出装置４０の動作態様につき、前記駆動制御装置による駆動モータ４
６の駆動制御との関係で説明する。なお、第１および第２の扇可動体４７,４８における
各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂが収容位置で停止されている状
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態を基準として説明する。なお、図１０～図１１は、前記第１および第２の扇可動体４７
,４８における各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂを裏側から視た状
態を示した概略図である。前記始動入賞装置２２の入賞口２２ａへのパチンコ球の入賞時
に、予め定められた所定の動作条件が成立すると、前記駆動制御装置から前記各駆動モー
タ４６に対してパルス信号が出力されて作動される。なお、第１の扇可動体４７に対応す
る駆動モータ４６と、第２の扇可動体４８に対応する駆動モータ４６とでは、モータの回
転方向が反対になるよう同期的に作動制御されて、駆動モータ４６に連繋接続された各扇
可動体４７,４８の第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂが当接面５７Ａ,５７Ｂが相互
に近接するよう収容位置から可動位置に向けて回転し始める。
【００３８】
　このとき、第１の扇可動体４７では、前記第１可動部材５１Ａの回転に伴って前記第１
ガイド孔５５Ａの離間端部５５Ａ１に前記第２可動部材６１Ａに設けた第１ガイドローラ
６４Ａが当接すると(図１０(c)参照)、該第２可動部材６１Ａが第１可動部材５１Ａの回
転に伴って収容位置から可動位置に向けて回転を開始し、第２可動部材６１Ａの回転に伴
って前記第２ガイド孔６５Ａの離間端部６５Ａ１に前記第３可動部材７１Ａに設けた第２
ガイドローラ７４Ａが当接すると、該第３可動部材７１Ａが第２可動部材６１Ａ(すなわ
ち第１可動部材５１Ａ)の回転に伴って収容位置から可動位置に向けて回転を開始する。
そして、第２の扇可動体４８でも同様に、第４可動部材５１Ｂが回転して所定時間後に第
５可動部材６１Ｂが回転され、更にその後に第６可動部材７１Ｂが回転される。
【００３９】
　ここで、図１０(b)に示すように、前記第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂに形成さ
れた位置検出片５６Ａ,５６Ｂを対応の位置検出センサ５９Ａ,５９Ｂが検出している状態
(収容位置から原位置まで)は、駆動モータ４６,４６の回転数が低速な第１速度で駆動さ
れ、位置検出センサ５９Ａ,５９Ｂが位置検出片５６Ａ,５６Ｂを検出しなくなる原位置ま
で第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂが回転すると、駆動モータ４６,４６の回転が第
１速度より高速な第２速度に加速される。そして、前記駆動モータ４６,４６の駆動に伴
って第１～第６可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂの夫々が順次可動
位置に近づくよう回転されると(例えば各可動部材が夫々の回転角度の９割程度回転した
時点)、駆動モータ４６の回転が第２速度から第１速度に減速されて、この状態で可動位
置に移動して第１可動部材５１Ａと第４可動部材５１Ｂとが当接する(図１１(b)参照)。
すなわち、第１可動部材５１Ａおよび第４可動部材５１Ｂが当接する前に第１速度に減速
することで、両可動部材５１Ａ,５１Ｂが当接した際の損傷が効果的に防止される。
【００４０】
　更に、前記駆動制御装置は、収容位置から可動位置まで回転するのに必要な設計上の回
転角度以上に前記第１および第２の扇可動体４７,４８の各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１
Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂを回転させるよう駆動モータ４６を駆動制御する。例えば、設
計上では収容位置から可動位置まで移動するのに駆動モータ４６を３００ミリ秒回転させ
る場合に、前記第１速度で５０ミリ秒余分に駆動モータ４６が駆動されるよう設定されて
いる。これにより、前記第１および第２の扇可動体４７,４８の各可動部材５１Ａ,６１Ａ
,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂが確実に可動位置まで移動されて扇状に拡がり、第１およ
び第４可動部材５１Ａ,５１Ｂの当接面５７Ａ,５７Ｂが当接して永久磁石５８Ａ,５８Ｂ
が磁着する。
【００４１】
　そして、前記可動位置では、前記駆動モータ４６,４６に対してパルス信号を所定時間(
例えば１０００ミリ秒)に亘って出力して、第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂ同士が
相互に押し合う方向に駆動される。すなわち、前記永久磁石５８Ａ,５８Ｂが磁力により
磁着する力に加えて、第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂの当接面５７Ａ,５７Ｂ同士
が押しつけられることで、両当接面５７Ａ,５７を確実に密着させるようになっている。
【００４２】
　反対に、前記第１および第２の扇可動体４７,４８を可動位置から収容位置に移動する
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場合には、前述した収容位置から可動位置への回転時とは逆回転するよう駆動モータ４６
,４６の夫々が同期的に駆動制御されて、これにより各扇可動体４７,４８の第１および第
４可動部材５１Ａ,５１Ｂが相互に離間するよう回転し始める。このとき、第１の扇可動
体４７では、第２可動部材６１Ａおよび第３可動部材７１Ａの夫々に、自重により収容位
置へ向けて回転する力が作用するから、第１可動部材５１Ａに形成した第１ガイド孔５５
Ａの離間端部５５Ａ１に第２可動部材６１Ａに設けた第１ガイドローラ６４Ａが当接する
と共に、第２可動部材６１Ａに形成した第２ガイド孔６５Ａの離間端部６５Ａ１に第３可
動部材７１Ａに設けた第２ガイドローラ７４Ａが当接したまま可動位置から収容位置に向
けて回転する。そして、図１１(a)に示すように、前記第３可動部材７１Ａが収容位置ま
で回転して前記ベース部材４１の収容部４４Ａに収容されると、前記緩衝部材７６Ａに当
接して第３可動部材７１Ａの回転が規制されて第１可動部材５１Ａおよび第２可動部材６
１Ａが夫々の収容位置へ向けて回転する。更に、図１０(c)に示すように、第２可動部材
６１Ａが収容位置まで回転して前記収容部４４Ａに収容されると、前記第２ガイドローラ
７４Ａが第２ガイド孔６５Ａの基端部６５Ａ２に当接して第２可動部材６１Ａの回転が規
制されて、第１可動部材５１Ａが対応の収容位置へ向けて回転する。そして、図１０(a)
に示すように、第１可動部材５１Ａが収容位置まで回転して前記収容部４４Ａに収容され
ると、前記第１ガイドローラ６４Ａが第１ガイド孔５５Ａの基端部５５Ａ２に当接して第
１可動部材５１Ａの回転が規制され、第１～第３可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａが前後に
重なった夫々に対応の収容位置に収容される。
【００４３】
　同様に、第２の扇可動体４８では、第５可動部材６１Ｂおよび第６可動部材７１Ｂの夫
々に、自重により収容位置へ向けて回転する力が作用するから、第４可動部材５１Ｂに形
成した第１ガイド孔５５Ｂの離間端部５５Ｂ１に第５可動部材６１Ｂに設けた第１ガイド
ローラ６４Ｂが当接すると共に、第５可動部材６１Ｂに形成した第２ガイド孔６５Ｂの離
間端部６５Ｂ１に第６可動部材７１Ｂに設けた第２ガイドローラ７４Ｂが当接したまま可
動位置から収容位置に向けて回転する。そして、図１１(a)に示すように、前記第６可動
部材７１Ｂが収容位置まで回転して前記ベース部材４１の収容部４４Ｂに収容されると、
前記緩衝部材７６Ｂに当接して第６可動部材７１Ｂの回転が規制されて第４可動部材５１
Ｂおよび第５可動部材６１Ｂが夫々の収容位置へ向けて回転する。更に、図１０(c)に示
すように、第５可動部材６１Ｂが収容位置まで回転して前記収容部４４Ｂに収容されると
、前記第２ガイドローラ７４Ｂが第２ガイド孔６５Ｂの基端部６５Ｂ２に当接して第５可
動部材６１Ｂの回転が規制されて、第４可動部材５１Ｂが対応の収容位置へ向けて回転す
る。そして、第４可動部材５１Ｂが収容位置まで回転して前記収容部４４Ｂに収容される
と(図１０(a)参照)、前記第１ガイドローラ６４Ｂが第１ガイド孔５５Ｂの基端部５５Ｂ

２に当接して第４可動部材５１Ｂの回転が規制され、第４～第６可動部材５１Ｂ,６１Ｂ,
７１Ｂが前後に重なった夫々に対応の収容位置に収容される。
【００４４】
　ここで、前記各駆動モータ４６,４６は、収容位置へ向けて動作開始した時点では低速
な第１速度で駆動され、一定の時間経過後(例えば４ミリ秒経過後)に駆動モータ４６,４
６の回転速度が第２速度に加速され、前記位置検出片５６Ａ,５６Ｂを位置検出センサ５
９Ａ,５９Ｂが検出した時点(すなわち原位置)で、各駆動モータ４６の回転速度が第１速
度に減速される。そして、前記収容位置まで各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６
１Ｂ,７１Ｂが移動すると、前記駆動モータ４６に対してパルス信号を所定時間(例えば１
０００ミリ秒)に亘って出力して駆動モータ４６,４６が駆動された後に、駆動モータ４６
への通電が停止されるよう駆動制御される。すなわち、前記第１および第２の扇可動体４
７,４８の各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂが収容位置に収容され
た状態で、各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂが夫々の回転を規制
する部材(すなわち第１ガイドローラ６４Ａ,６４Ｂ、第２ガイドローラ７４Ａ,７４Ｂ、
緩衝部材７６Ａ,７６Ｂ)に対して押しつけられ、各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１
Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂを確実に収容位置まで移動させ得るようになっている。なお、各可動部
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材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂが停止保持された状態で駆動モータ４６,
４６が励磁されることになるが、短時間の励磁に留まることから駆動モータ４６,４６の
損傷等に繋がることはない。
【００４５】
　また、前記始動入賞装置２２の入賞口２２ａへのパチンコ球の入賞時に、予め定められ
た特定の揺動演出条件が成立した場合について説明する。前記揺動演出条件が成立すると
、前記駆動制御装置から前記駆動モータ４６,４６に対して揺動演出に係る制御条件でパ
ルス信号が出力されて、各駆動モータ４６が作動される。この揺動演出に際しては、前記
駆動制御装置は、前記第１の扇可動体４７の第１可動部材５１Ａおよび第２の扇可動体４
８の第４可動部材５１Ｂの当接面５７Ａ,５７Ｂが当接するまでは、前述と同様の制御条
件で駆動モータ４６を制御する。そして、第１および第２の扇可動体４７,４８の第１お
よび第４可動部材５１Ａ,５１Ｂが当接して永久磁石５８Ａ,５８Ｂの磁力により磁着する
と、第１の扇可動体４７に対応する駆動モータ４６へパルス信号を送る速度およびタイミ
ングと、第２の扇可動体４８に対応する駆動モータ４６へパルス信号を送る速度およびタ
イミングとを異ならせるよう設定されている。
【００４６】
　具体的に実施例においては、前記第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂが当接した後
は、第２の扇可動体４８の駆動モータ４６へのパルス信号の入力速度は、第１の扇可動体
４７の駆動モータ４６に対するパルス信号の入力速度の２倍になるよう設定されると共に
、各駆動モータ４６に対するパルス信号の入力タイミングがずれるよう設定される。すな
わち、前記第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂを当接させた状態において、第１可動
部材５１Ａを第４可動部材５１Ｂに押圧するよう動作されると共に、第４可動部材５１Ｂ
を第１可動部材５１Ａに押圧するよう動作され、この状態で、第１可動部材５１Ａが第４
可動部材５１Ｂを押圧するタイミングと、第４可動部材５１Ｂが第１可動部材５１Ａを押
圧するタイミングとを異ならせて、第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂ間に作用する
押圧力のバランスが不均衡になるよう構成されている。これにより、前記第１可動部材５
１Ａが第４可動部材５１Ｂを押圧する力が上回って第４可動部材５１Ｂが収容位置側に僅
かに押し戻される動作と、第４可動部材５１Ｂが第１可動部材５１Ａを押圧する力が上回
って第１可動部材５１Ａが収容位置側に僅かに押し戻される動作とを繰り返させて、第１
および第２の扇可動体４７,４８の全体が左右方向に振動する動作を行なわせることがで
きる。このとき、前記第１可動部材５１Ａおよび第４可動部材５１Ｂには、前記永久磁石
５８Ａ,５８Ｂの磁力により磁着する力に加えて、常に押し合う力(当接面５７Ａ,５７Ｂ
同士が密着する力)が作用するから、両当接面５７Ａ,５７Ｂが離間して不自然な隙間が生
ずるのは防止され、可動演出装置４０の意匠性を損なうことはない。
【００４７】
〔実施例の作用〕
　前述したように、実施例に係る可動演出装置４０では、前記駆動モータ４６,４６の作
動により前記第１の扇可動体４７の第１可動部材５１Ａおよび第２の扇可動体４８の第４
可動部材５１Ｂが収容位置から可動位置に回転移動して、夫々の当接面５７Ａ,５７Ｂが
当接した際に、両可動部材５１Ａ,５１Ｂに設けた永久磁石５８Ａ,５８Ｂが磁着すること
で、当接面５７Ａ,５７Ｂが当接状態で保持される。従って、駆動モータ４６,４６の作動
により回転した第１可動部材５１Ａおよび第４可動部材５１Ｂの当接時に生ずる反発力に
より、両可動部材５１Ａ,５１Ｂが離間するのを防止できる。従って、第１および第２の
扇可動体４７,４８の各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂを収容位置
から可動位置に回転させた際に、第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂの間に不自然な
隙間が生ずるのを防止でき、可動演出装置４０の動作時における意匠性の向上が図られ、
該可動演出装置４０による演出効果が高められる。
【００４８】
　また、実施例では、前記当接面５７Ａ,５７Ｂが当接する状態で、前記第１および第４
可動部材５１Ａ,５１Ｂ(当接面５７Ａ,５７Ｂ)が相互に押圧されるよう動作させているか
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ら、両可動部材５１Ａ,５１Ｂの間に不自然な隙間が生ずるのをより確実に防止して、可
動演出装置４０の意匠性向上を達成し得る。更に、第１および第２の扇可動体４７,４８
を動作させた際に、前記第１可動部材５１Ａと第４可動部材５１Ｂとの間に隙間が生ずる
のを防ぐために該可動部材５１Ａ,５１Ｂの回転速度を著しく低下させる必要がないから
、可動部材５１Ａ,５１Ｂを不自然でない滑らかに回転させることができ、該第１および
第２の扇可動体４７,４８の動作による遊技者に与えるインパクトを高めて、遊技演出の
幅を広げることが可能となる。なお、実施例では、第１可動部材５１Ａと第４可動部材５
１Ｂとが当接する前に第１速度に減速することで、両可動部材５１Ａ,５１Ｂが当接した
際の損傷を防止している。従って、前記第１速度は、両可動部材５１Ａ,５１Ｂが当接し
た際の損傷を防止できる程度の速度に設定されていればよく、また当接した際の損傷を考
慮しなくてよい場合には、第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂが当接する前に減速す
る必要はない。
【００４９】
　また、前記第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂは、各可動部材５１Ａ,５１Ｂに設け
た永久磁石５８Ａ,５８Ｂが磁着することで保持される。このため、前記第１および第４
可動部材５１Ａ,５１Ｂの当接面５７Ａ,５７Ｂが当接した時点において、各可動部材５１
Ａ,５１Ｂの装飾板部５２Ａ,５２Ｂの前面が前後のズレが生じていたとしても、前記永久
磁石５８Ａ,５８Ｂ間に作用する引力や斥力により安定した位置関係で磁着しようとする
ことにより装飾板部５２Ａ,５２Ｂの前面が整列する所定位置で確実に保持できる。すな
わち、平板状の装飾板部５２Ａ,５２Ｂの間に不自然な段差が生ずるのを防止でき、可動
演出装置４０の意匠性の向上を図り得る。また、前記第１および第４可動部材５１Ａ,５
１Ｂにおける装飾板部５２Ａ,５２Ｂの前面が整列する姿勢で磁着することで、第１可動
部材５１Ａに従動する第２可動部材６１Ａの装飾板部６２Ａと第４可動部材５１Ｂに従動
する第５可動部材６１Ｂの装飾板部６２Ｂとの前面、および同じく第１可動部材５１Ａに
従動する第３可動部材７１Ａの装飾板部７２Ａと第４可動部材５１Ｂに従動する第６可動
部材７１Ｂの装飾板部７２Ｂとの前面の夫々も同一平面上に位置するよう略整列した姿勢
に自然に保持され、可動演出装置４０の全体的な意匠の統一を図ることができる。
【００５０】
　そして、前記第１および第２の扇可動体４７,４８が動作した状態では、遊技者の注目
度の高い図柄組み合わせゲームが行なわれる図柄表示装置８７の表示面の前側に、各可動
部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂが重なるよう位置するから、該第１お
よび第２の扇可動体４７,４８の動作時に遊技者に強いインパクトを与えることができ、
遊技の興趣の向上を図り得る。また、前記１および第２の扇可動体４７,４８を構成する
可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂを透明な合成樹脂材で形成してあ
るから、図柄表示装置８７の表示面に可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７
１Ｂが重なった状態であっても、当該図柄表示装置８７で行なわれる図柄組み合わせゲー
ムを遊技者側から視認でき、第１および第２の扇可動体４７,４８の動作による演出と同
時に図柄表示装置８７に表示される演出を楽しむことができる。一方で、第１および第４
可動部材５１Ａ,５１Ｂにおいて、前記永久磁石５８Ａ,５８Ｂに対応する前側位置に、永
久磁石５８Ａ,５８Ｂを透視不能に覆う遮蔽部６０Ａ,６０Ｂが設けられている。従って、
第１および第２の扇可動体４７,４８が動作した際に、遊技演出に直接関わりのない永久
磁石５８Ａ,５８Ｂが遊技者側から視認されるのを防ぐことができ、可動演出装置４０の
意匠性を低下させるのを防止し得ると共に、第１および第２の扇可動体４７,４８の動作
時に違和感を与えて興趣を低下させることはない。
【００５１】
　そしてまた、前記駆動モータ４６,４６の作動により前記第１および第２の扇可動体４
７,４８が可動位置から収容位置に向けて回転された際には、前述のように、第３可動部
材７１Ａおよび第６可動部材７１Ｂの夫々が前記ベース部材４１に設けた緩衝部材７６Ａ
,７６Ｂに当接して支持されるから、該第３および第６可動部材７１Ａ,７１Ｂが収容位置
に移動した際の衝撃が緩衝部材７６Ａ,７６Ｂで吸収・緩和され、損傷等の不具合が生ず
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るのを防止し得る。また、前記第２および第５可動部材６１Ａ,６１Ｂが収容位置に移動
した際には、前記第２ガイド孔６５Ａ,６５Ｂの基端部６５Ａ２,６５Ｂ２が前記第２ガイ
ドローラ７４Ａ,７４Ｂに当接して支持される。このとき、前記第２ガイドローラ７４Ａ,
７４Ｂが設けられた前記第３および第６可動部材７１Ａ,７１Ｂは前記緩衝部材７６Ａ,７
６Ｂに当接支持されているから、第２ガイドローラ７４Ａ,７４Ｂに第２ガイド孔６５Ａ,
６５Ｂの基端部６５Ａ２,６５Ｂ２が当接した際の衝撃を緩衝部材７６Ａ,７６Ｂで吸収・
緩和でき、第２および第５可動部材６１Ａ,６１Ｂが収容位置に移動した際に損傷等の不
具合が生ずるのを防止できる。同様に、前記第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂが収
容位置に移動した際には、前記第１ガイド孔５５Ａ,５５Ｂの基端部５５Ａ２,５５Ｂ２が
前記第１ガイドローラ６４Ａ,６４Ｂに当接して支持される。このとき、前記第１ガイド
ローラ６４Ａ,６４Ｂが設けられた前記第２および第５可動部材６１Ａ,６１Ｂは前記第３
および第６可動部材７１Ａ,７１Ｂを介して前記緩衝部材７６Ａ,７６Ｂに間接的に当接支
持されているから、第１ガイドローラ６４Ａ,６４Ｂに第１ガイド孔５５Ａ,５５Ｂの基端
部５５Ａ２,５５Ｂ２が当接した際の衝撃を緩衝部材７６Ａ,７６Ｂで吸収・緩和でき、第
１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂが収容位置に移動した際に損傷等の不具合が生ずる
のを防止できる。
【００５２】
　このように、前記緩衝部材７６Ａ,７６Ｂを設けて第３および第６可動部材７１Ａ,７１
Ｂを当接支持するよう構成することで、第１および第２の扇可動体４７,４８が動作した
際の衝撃を効果的に吸収・緩和できる。また、前記緩衝部材７６Ａ,７６Ｂを設けて衝撃
を吸収・緩和することで、各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂを可
動位置から収容位置に回転させる際に、該可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ
,７１Ｂの回転速度を緩める必要がないから、回転動作によるインパクトを高めて、遊技
演出の幅を広げることが可能となる。すなわち、実施例の可動演出装置４０では、第１お
よび第２の扇可動体４７,４８を構成する可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,
７１Ｂを、第１ガイド孔５５Ａ,５５Ｂおよび第２ガイド孔６５Ａ,６５Ｂを介して連結し
ていることから、各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂが収容位置に
移動するタイミングが異なる。このため、第１および第２の扇可動体４７,４８の全体を
収容位置に速やかに移動させるには、第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂの回転速度
を速くする必要がある。このとき、前記緩衝部材７６,７６Ｂが第３および第６可動部材
７１Ａ,７１Ｂに当接することで、各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５１Ｂ,６１Ｂ,７１
Ｂが収容位置に移動した際の衝撃を緩衝部材７６Ａ,７６Ｂで効果的に吸収・緩和でき、
損傷等の不具合が生ずることはない。また、前記第３および第６可動部材７１Ａ,７１Ｂ
に対応して緩衝部材７６Ａ,７６Ｂを設けるだけで、各可動部材５１Ａ,６１Ａ,７１Ａ,５
１Ｂ,６１Ｂ,７１Ｂが収容位置に移動した際の衝撃を吸収・緩和できるから、製造コスト
の低減や製造工程の簡略化を図り得る利点もある。
【００５３】
　なお、実施例では、前記第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂを収容位置に保持した
状態では、第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂの前面側は、収容位置にある第２,第３
,第５,第６可動部材６１Ａ,７１Ａ,６１Ｂ,７１Ｂで覆われる。このため、収容位置にお
いて前面側から第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂが視認されることはなく、可動演
出装置４０の意匠性を損なうことはない。特に、実施例では、第１および第４可動部材５
１Ａ,５１Ｂを収容位置に収容した際に、第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂの上端縁
が第２,第３,第５,第６可動部材６１Ａ,７１Ａ,６１Ｂ,７１Ｂの上端縁よりも下方に位置
して、第１および第４可動部材５１Ａ,５１Ｂが前方から視認されて見栄えが低下するの
をより確実に防止している。
【００５４】
〔変更例〕
　なお、遊技機の構成としては、実施例のものに限らず、種々の変更が可能である。例え
ば、実施例では、遊技盤を透明板および裏ユニットを積層して構成したが、一枚のベニヤ
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板や合成樹脂板から構成してもよく、また、３つ以上の部材を積層して遊技盤を構成する
ようにしてもよい。
【００５５】
　実施例では、演出用可動装置に２組の装飾可動体を設けたが、演出可動装置が備える装
飾可動体の数は、１つであっても３つ以上であってもよい。
【００５６】
　実施例では、可動演出装置に設ける装飾可動体として、３つの可動部材が扇状に拡がる
扇可動体を示したが、これに限られるものではない。例えば、２または４つ以上の可動部
材が扇状に拡がるよう構成してもよく、また１つの可動部材が単独で回転するよう構成し
てもよい。そして、装飾可動体としては、扇状に拡がるよう動作するものに限られず、上
下や左右に平行移動するよう構成することもできる。
【００５７】
　実施例では、各装飾可動体を構成する従動側可動部材としての２つ設けた可動部材(第
２および第３可動部材、第５および第６可動部材)の内、一方の可動部材が緩衝部材に当
接するよう構成したが、２つの従動側可動部材としての可動部材に対応して緩衝部材を設
けることも可能である。また駆動側可動部材に対応して緩衝部材を設けるようにしてもよ
い。
【００５８】
　実施例では、可動演出装置における装飾可動体(扇可動体)では、駆動側可動部材に設け
たガイド孔に従動側可動部材に設けたガイドローラを挿入することで、駆動側と従動側の
可動部材を連繋接続するよう構成したが、これに限られるものではなく、各種の駆動伝達
機構を採用し得る。例えば、複数の歯車を組み合わせて駆動力を伝達する機構や、ラック
ピニオン機構、ベルトを用いて駆動力を伝達する機構、その他従来公知の構成を採用でき
る。なお同様に、従動側可動部材を複数設けた場合に、各従動側可動部材を連繋接続する
構成としても複数の歯車を組み合わせて駆動力を伝達する機構や、ラックピニオン機構、
ベルトを用いて駆動力を伝達する機構、その他従来公知の構成を採用できる。
【００５９】
　実施例では、可動演出装置に２組の装飾可動体(扇可動体)を、図柄表示装置の可視表示
窓の下縁部に位置するよう設けたが、該可視表示窓の上縁部や左右の縁部に配設するよう
にしてもよい。なお前記装飾可動体を構成する可動部材の形状や構成は、実施例のものに
限られるものでないことは当然である。
【００６０】
　実施例では、可動演出装置の装飾可動体が動作した際に、可動体が図柄表示装置の前側
で重なるよう構成したが、装飾可動体の動作時において図柄表示装置と前後に重ならない
ようにしてもよい。
【００６１】
　実施例では、可動演出装置に設けた２組の装飾可動体(第１および第２の扇可動体)を構
成する可動部材に、永久磁石を夫々配設して、可動部材が当接した際に永久磁石同士が磁
着するよう構成したが、少なくとも一方の装飾可動体側に磁石が配設されると共に、他方
の装飾可動体側に磁石が磁着可能な磁着部材を配設するようにすればよい。例えば、前記
磁着部材としては、鉄、コバルト、ニッケル等の金属や鉄酸化物等の強磁性体により構成
されて、駆動手段の作動により第１および第２の装飾可動体の当接面が当接した際に、前
記磁石が磁着部材に磁着するよう構成される。なお、前記装飾可動体に対して磁石や磁着
部材を設けないようにしてもよい。
【００６２】
　実施例では、前記可動演出装置に設けた２組の装飾可動体(第１および第２の扇可動体)
を構成する可動部材が当接して磁着した状態で、各可動部材に対応して設けた駆動手段を
駆動することで、装飾可動体に揺動演出を行なわせるよう構成したが、第１および第２の
装飾可動体を当接させた状態において一方の可動体に対応する駆動手段のみを正逆回転さ
せて往復移動するよう作動させて、前記磁石の磁力により磁着した両可動体を一体的に往
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復動作させることもできる。すなわち、磁石および磁着部材の磁着により第１および第２
の可動体が当接した状態で保持されるから、一方の可動体を往復移動するよう駆動手段が
作動することにより、両可動体を振動するよう一体的に往復動作させることができる。
【００６３】
　実施例では、前記可動演出装置に設けた２組の装飾可動体(第１および第２の扇可動体)
が一度に扇状に拡がるよう駆動手段を駆動制御する場合で説明したが、各装飾可動体を単
独で動作させることも当然可能である。また、駆動手段の制御態様も実施例のものに限定
されるものではなく、任意に変更することができる。
【００６４】
　実施例では、遊技機としてパチンコ機を例示して説明したが、これに限られるものでは
なく、アレンジボール機やピンボール機等の従来公知の各種遊技機を採用し得る。また、
図柄表示装置としても液晶パネルを用いたものに限らず、ドラム式やベルト式、その他の
形式の図柄表示装置も採用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明の実施例に係るパチンコ機を示す正面図である。
【図２】実施例に係る遊技盤を示す正面図である。
【図３】実施例に係る遊技盤を分解した側面図である。
【図４】実施例に係る裏ユニットを示す正面図である。
【図５】実施例に係る可動演出装置を示す正面図であって、(a)は第１および第２の扇可
動体が収容位置にある状態を示し、(b)は第１および第２の扇可動体が可動位置まで回転
した状態を示す。
【図６】実施例に係る可動演出装置を示す背面図であって、(a)は第１および第２の扇可
動体が収容位置にある状態を示し、(b)は第１および第２の扇可動体が可動位置まで回転
した状態を示す。
【図７】実施例に係る可動演出装置を背面側からみた状態で示す斜視図であって、第１の
扇可動体およびモータ固定板を省略した状態で示す。
【図８】実施例に係る第１の扇可動体を構成する各可動部材を示す背面図であって、(a)
は第１可動部材を示し、(b)は第２可動部材を示し、(c)は第３可動部材を示す。
【図９】実施例に係る可動演出装置を第１および第２の扇可動体が収容位置にある状態で
示す側面図である。
【図１０】第１および第２の扇可動体における各可動部材を裏側から視た状態を示した概
略図であって、(a)は各可動部材が収容位置にある状態を示し、(b)は第１および第４可動
部材が原位置にある状態を示し、(c)は第１および第４可動部材における第１ガイド孔の
離間端部に第１ガイドローラが当接すると共に第２および第５可動部材における第２ガイ
ド孔の基端部に第２ガイドローラが当接している状態を示す。
【図１１】第１および第２の扇可動体における各可動部材を裏側から視た状態を示した概
略図であって、(a)は第１および第４可動部材における第１ガイド孔の離間端部に第１ガ
イドローラが当接すると共に第２および第５可動部材における第２ガイド孔の離間端部に
第２ガイドローラが当接している状態を示す。
【符号の説明】
【００６６】
　１２　遊技盤
　１２ａ　遊技領域
　４０　可動演出装置
　４１　ベース部材
　４２　前板部(遮蔽板)
　４６　駆動モータ(駆動手段)
　４７　第１の扇可動体(装飾可動体)
　４８　第２の扇可動体(装飾可動体)
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　５１Ａ　第１可動部材(駆動側可動部材)
　５１Ｂ　第４可動部材(駆動側可動部材)
　６１Ａ　第２可動部材(従動側可動部材)
　６１Ｂ　第５可動部材(従動側可動部材)
　７１Ａ　第３可動部材(従動側可動部材)
　７１Ｂ　第６可動部材(従動側可動部材)
　７６Ａ　緩衝部材
　７６Ｂ　緩衝部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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